
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

夏休み直前の小学校での出前講座。全校児童２８７名と先生方といっしょに体育館でのスクール。 

まずは、クイズコーナー。「黄色信号の意味は？」「止まれの標識では、自転車は止まるの？」「自転車は 

左側？右側？どっちでもいい？」 元気よく、手が挙がりました。 

次は、見通しの悪い場所での進み方。「止まれ」でしっかり止まって、見通しのよいところまで進んだら 

右左右後ろの確認。見本の後は、学校の先生と６年生の代表者２人が体験。 

その後は、まっすぐ走る、一本橋、スラローム。コースの途中とゴールには、「止まれ」の標識。 

 見本の後、最初に体験した小学校の先生は、気合い十分。夢中になりすぎて、「止まれ」をうっかり通過！ 

でも、児童の皆さんはしっかり見ていました。「止まらなくちゃ！」 そう、急いでいても安全にね。 

６年生の２人は、安全確認も上手にできました。 

最後の質問コーナーでは、いつもの道で見る交通安全の看板のことなど、みんなの身近な交通安全について 

の質問もありました。           『 じてんしゃで たのしくすごそう 夏やすみ ♪ 』  

 

 

 

 

 

 

 

  

パワーポイントには、

校区の道路を自転車

で通行する小学校の

先生が登場。 

「確認よし！」 

（上）  

小学校の先生は、チャイルド

ビジョンを装着。大人と比べ

子どもの視界の狭さを体感。  

体育館に見通しの悪い交差点と 

技術トレーニングコースを設置。 

それぞれ、児童２名と先生が体験 
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